
報告事項

平成２７年度事業報告について
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一般社団法人京都府トラック協会

平 成 ２ ７ 年 度 事 業 報 告

○ 平成２７年度の日本経済は、デフレ脱却を目指して展開されている「アベノミクス」が、引き続き

日本経済を牽引しているものの、その効果は、輸出関連産業や観光産業などに、また首都圏やその周

辺地域など、特定の業種や地域への偏りが見られるほか、その成果においても、労働者の給与改善や

それに伴う消費の拡大につながっていないこと、加えて平成２８年の年明けからはこれまでの円安・

株高から円高・株安に転じるなど、いくつかの課題や不安材料を含みつつ推移してきました。

○ 我々の運輸業界においては、長く高止まりの状態にあった燃料価格が沈静化し、現在は小康状態に

ありますが、燃料価格が収まってようやく明るい兆しが見え始めたのもつかの間で、車両やドライバ

ー不足が深刻化するなど、一難去ってまた一難という状況にあります。

○ 業界全体を取り巻く状況は、行き過ぎた規制緩和の弊害が顕著になる中、国において監査指導の強

化という厳しい方針が示されるとともに、新規参入基準の厳格化、適正取引推進ガイドラインの策定

など、業界の体質を変えようとする取り組みに加え、当業界の大きな課題である長時間労働の解消に

向けた検討が進められておりますので、これら業界を取り巻く動きについて、適宜、会員の皆様にお

知らせしつつ、今後の推移を見守っていく必要があります。

○ 協会の運営においては、一時中断していた「課題検討特別委員会」を再編し、検討を再開したとこ

ろであり、今後、残る課題について精力的に検討を進めるとともに、公益法人制度改正の趣旨に則っ

て、法人としてのガバナンスの確立や、公益目的事業の着実な推進を念頭に置きつつ事業に取り組ん

でまいりたいと考えております。

○ 事業面では、事故防止対策や環境対策、労務改善や人材育成対策、経営安定対策等に取り組む中で、

トラック運送事業の振興発展と地位向上、会員サービスの充実に努めてきたところであり、加えて、

協会自らが運行管理者等の指導講習業務について、認定機関となるための申請を行うなど、新たな一

歩を踏み出したところであります。以下、平成２７年度に取り組んだ事業の内容を報告いたします。

１ 地方貨物自動車運送適正化事業

△

貨物自動車運送事業における輸送秩序の確立と安全を阻害する行為の防止を図るため、適正化事業

指導員による訪問指導に加え、各種セミナーを開催して法令遵守意識の醸成に努めた。

△

社会保険等未加入事業者など、巡回指導で問題があると判断した事業者に対して個別指導を行った

ほか、国の監査指導強化に対応し、特に悪質性の高い事業者について速報を行った。

△

優良事業者への顕彰の一環として安全性評価事業の推進を図ったほか、適正化実施機関に対する外

部からの意見を聴取するため、評議委員会を開催した。

① 適正化事業指導員による巡回指導パトロール（年間巡回実績：４５４事業所）

② 事故防止・安全対策等の指導内容の充実強化

③ 運輸安全マネジメントの積極的な導入と広報啓発活動の推進
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④ 社会保険等未加入事業者に対する指導の強化（指導実績：３８事業所）

⑤ 事業者のコンプライアンス確立に向けたセミナー開催など啓発活動の推進（別掲）

⑥ 安全性評価事業（Ｇマーク制度）の積極的な推進（新規：４９、更新：１０９、計１５８事業所）

⑦ 適正化実施機関評議委員会の開催（２回開催）

２ 近代化促進・経営安定対策

△

トラック運送事業における経営の安定を図るため、業界を取り巻く動向についての情報の提供や、

課題等に関するテーマでのセミナー等を開催した。

△

経営の健全化や近代化を促進するため、近代化基金を活用した融資や利子補給事業、運転資金借入

時の保証料助成等を行った。

① 近代化基金融資の推進と利子補給事業（９７件）

② 信用保証協会保証料助成事業の実施（５件）

③ トラック運送事業者に特化したＩＴ化の推進

④ トラック運送事業に関わる国の動きや全ト協の調査事業等の情報収集と提供

⑤ 総合的経営診断、ＷebＫＩＴの普及促進、経営改善指針に基づく施策推進

⑥ 軽油価格に関する調査の実施と結果の公表（軽油価格調査：１２回実施）

⑦ 喫緊の課題に関する情報提供のための法令遵守セミナーの開催（４回開催、延べ２４２名参加）

⑧ 経営基盤強化対策としての運輸安全マネジメントシステムの普及促進

⑨ 運送契約の書面化、燃料サーチャージの導入に向けた普及・啓発の実施

３ 交通対策

△

「トラック運送事業における総合安全プラン2009」に基づき、交通安全研修会やトラックドライバ

ーコンテストを開催するなど、交通事故の防止に向けた様々な取組を推進した。

△

交通安全関連機器の導入促進を図るための助成を行った。

① 交通対策関連の取組に対する助成

○ 受講料等助成（適性診断：５,１３５人、運行管理者講習：一般１,００７人、基礎６０２人）

○ 機器整備助成

・ドライブコーダー：１１３社 ６７３台

・安全装置等（後方視野確認支援装置）：１０３社 ２７３台

② ドライバーコンテストの開催（京都：１１ｔ・４ｔ・トレーラ・女性の４部門に２３名参加）

(※ 全国大会出場：４名 … 各部門の優勝者)

③ 講習・研修参加料の負担

○ プロドライバー教育訓練：２９回 ２９名、交通安全研修会：６回 ９７名

ドライバー安全運転研修会：８回 ３５名

④ 交通事故防止コンクール等への参加促進

○ 交通マナーを高める事故防止コンクール（金賞、優秀賞、奨励賞受賞：２６事業所）

○ トラックセーフティラリー（参加：１,４９７チーム、無事故無違反達成：１,１６０チーム）

⑤ 交通安全に係る啓発活動等への参画（全国交通安全運動、安全輸送総点検 等）

⑥ 交通安全活動等への協力・協賛（自転車交通事故防止ＣＭコンテスト協賛・グッズ提供 等）
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４ 環境対策

△

運送用トラックの排出ガスによる環境汚染防止を図るため、環境対策関連機器の導入助成を行った。

△

行政及び関係団体等と連携し、地球温暖化防止・環境負荷軽減に向けた啓発活動等を推進した。

① 環境対策関連の取組に対する助成

○機器整備助成

・低公害車（ＣＮＧ：１２台、ハイブリッド：１５台、計２７台）

・蓄熱ウォームマット等（３４台）

② 行政・関係団体等との連携による取組の推進

○エコドライブの推進（エコドライブ研修会・キャンペーン等開催：１回）

○グリーン経営認証取得への支援（事業所認証：７３事業所）

○環境キャンペーン（該当啓発活動：北部・南部で３回開催）

○環境問題に関する啓発活動（小学校新入生向け環境教育用下敷配付 等）

③ 「トラックの森」整備・充実事業（銀閣寺裏山での植樹活動：１１月２１日開催、１１０名参加）

④ ＣＮＧ車普及促進クリーン物流プロジェクトへの参画（シンポジウム開催：３月４日）

５ 労務対策

△

トラック運送事業における労働関係法令の遵守と適正な労務管理に向けた指導・啓発に取り組んだ

ほか、国の主導で始まったトラック運送業界の長時間労働縮減に向けた協議の場に参画した。

△

トラックドライバーの健康状態に起因する事故防止に向けて、睡眠時無呼吸症候群の検査助成や定

期健康診断の受診率向上に向けた受診料助成を行った。

△

運送業界全体の高齢化が大きな課題となる中、次代の業界を担う人材育成対策として、大型・中型

免許所得に対する助成を行った。

① 労働関係法令遵守に向けた啓発推進と労務管理体制強化への支援

② 「トラック輸送における取引環境・労働時間改善協議会」への参画と協議

③ 労働時間管理指導員による事業所個別指導の実施（１７事業所）

④ 労働基準法に規定する諸規定等の作成支援（モデル就業規則、モデル３６協定 等）

⑤ 労務管理関連情報の提供、啓発推進（法令遵守セミナー開催、運輸管理システムの普及 等）

⑥ 労務管理対策への関連助成

○ 睡眠時無呼吸症候群スクリーニング検査助成（２２件５１０名）

○ 大型・中型免許取得費用助成（事業所：９５社、個人：３４名）

○ 定期健康診断受診料助成（１１,４５４名）

６ その他の対策

① 業界の課題や協会の取組を紹介する広報対策の推進

○ 広報誌「きょうとらっく」の発行、ホームページ等での会員向け情報提供

○ 各種メディアの活用によるＰＲ、報道機関・業界紙等への対応（情報提供、取材対応 等）

○ 物流セミナーの開催（２月２３日開催：２３７名参加）

② 全国トラック運送事業者大会への参加（１０月１日、金沢市）

③ 交通事故物故者合同慰霊法要の開催（１１月２０日、霊山観音）
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④ 関係諸団体と連携した自動車関係諸税軽減等に係る要望・陳情活動の展開

○ 全ト協と協調した決起大会への参画（１１月１１日：「トラック業界の要望を実現する会」）

⑧ 行政機関等と連携した緊急時輸送体制の整備

○ 国・地方自治体による防災対策会議等への出席

○ 自治体が主催する総合防災訓練への参画、協力（京都市総合防災訓練参加：８月３０日）

⑨ 輸送サービスセンターにおける相談体制の充実と苦情処理への的確な対応

⑩ 協会組織内に位置付けた業種別部会（７部会）との協議・調整、部会運営への対応

７ 諸会議の開催

① 通常総会 [日 時] 平成２７年６月１７日(水)

[場 所] ホテルグランヴィア京都

[議題等](1) [報告事項] 平成２６年度事業報告について

(2) [１号議案] 平成２６年度決算報告書の承認について

(3) [２号議案] 任期満了に伴う役員の改選について

② 理 事 会

【第１回】 [日 時] 平成２７年５月２２日(金)

[場 所] 京都府トラック協会

[議題等](1) [１号議案] 会員の新規加入・退会について

(2) [２号議案] 平成２６年度事業報告及び収支決算報告の承認について

(3) [３号議案] <陸災防> 事業報告及び収支決算報告の承認について

(4) [４号議案] <政治連盟> 事業報告及び収支決算報告の承認について

(5) [報告事項]・通常総会の開催について

・第２回理事会の開催について

・支部長会の開催について

・第３回理事会の開催について

・適正化事業報告について

・京都府下における労働災害の状況について

【第２回】 [日 時] 平成２７年６月１７日(水)

[場 所] ホテルグランヴィア京都

[議題等](1) [１号議案] 協会役員の選任について

(2) [報告事項] 第３回理事会の開催について

【第３回】 [日 時] 平成２７年７月１０日(金)

[場 所] 京都ホテルオークラ

[議題等](1) [１号議案] 会員の新規加入・退会について

(2) [報告事項]・各委員会名簿と開催日程について

・「トラック輸送状況の実態調査」について
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・第４回理事会の開催について

【第４回】 [日 時] 平成２７年１０月１６日(金)

[場 所] 京都府トラック協会

[議題等](1) [１号議案] 会員の新規加入・退会について

(2) [２号議案] 課題検討特別委員会の再編と再開について

(3) [３号議案] フォークリフト売却(案)について

(4) [報告事項]・定款第２７条に基づく業務報告について

・今後のスケジュールについて

【第５回】 [日 時] 平成２８年３月１６日(水)

[場 所] 京都府トラック協会

[議題等](1) [１号議案] 会員の新規加入・退会について

(2) [２号議案]  事業計画(案)及び収支予算(案)の承認について

(3) [３号議案] <陸災防> 事業計画(案)・収支予算(案)の承認について

(4) [４号議案] <政治連盟> 事業計画(案)・収支予算(案)の承認について

(5) [５号議案]  運輸事業振興助成交付金に係る計画変更の承認について

(6) [報告事項]・定款第２７条に基づく業務報告について

・フォークリフト売却結果報告について

・労働時間の実態調査(京都府版)の結果概要について

・今後のスケジュールについて

③ 正副会長会議 １９回開催

④ 委 員 会 [総 務] ４回開催

[労 務] ３回開催

[交通対策] ３回開催 (※ 他にドライバーコンテスト、トラックまつりに出席)

[環境対策] ３回開催 (※ 他にトラックの森づくりに出席)

[適正化事業推進] ２回開催

[交付金運営] ２回開催

⑤ 支部長会議 ４回開催

⑥ 部会会議 [各部会個別会議] １８回開催（７部会…総会、役員会、研修会 等）

⑦ 講演・講習・研修会、運行管理者試験等

[物流セミナー] １回開催（２月２３日）

[法令遵守セミナー] ４回開催

[運行管理者試験] ２回開催（８月２３日、３月６日）

[交通安全研修会] ４３回開催（クレフィール湖東、山城自動車教習所 等）

[トラックドライバーコンテスト] １回開催（６月２８日）
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